
GS 2023春夏
シンガポール

SDGsの領域でグローバルな学び

プログラム内容

オンラインによるサマープログラム

【シンガポール・ナンヤンポリテクニック
（NYP）との国際チームによるPBL型GS]

SDGsの統合的な領域で、「安心・安全な」
未来社会の創造について、アントレプレ
ナーの観点から、海外の学生たちとディス
カッションしながら、ともにグローバル・
グローカルなイノベーションをしよう！

GS 2023プログラム取組発表

シンガポール
シンガポールのナンヤンポリテクニッ
ク（NYP)との協働型PBLによるSDGs
の領域でのソーシャルアントレプレ
ナーシップのプログラム

学びの展開

受講生のふりかえり
現地に居なくても、ICTの発展によりネットワー
クの中で同じ物を共有できるようになった。こ
れにより、人類が宇宙に版図を伸ばしていった
後も、地球にいるときと同じような状況で学び
を得ることができるようになるのではないだろ
うか。

時差の違い、カリキュラムの違いを克服するため
に、ICTフル活用で非同期型の学びの展開

一度も会って話したことのない仲間と共に学ぶ！

１．共感によるチームビルディング（エンパシー
       ビルディング）
２．Padletキャンバスでいつでも同じページで学
       びを共有
３．言語の壁もICT活用で、日本語と英語で同時
       にディスカッション
４．プレゼン動画、PPTで、非同期型でプレゼン、
       フィードバックをおこなう。
５。お互いに認め合う関係づくり

いつも教室内・学内で顔を合わせて学ぶ仲間
たちに加えて、会ったことがない同年代のシ
ンガポールの学生たちとSDGsについて問題
意識や取り組み方を共有することができた！

この活動を通じた気づきの共有 気づき

どんなプロ
グラム？

学びの展開 気づき
Sources of Information
* 2022年度夏学期グローバススタディ
シンガポール（ナンヤンポリテクニック
ビジネス＆マネジメント学部との協働型ソー
シャルアントレプレナーシップの授業です。

**ICTをフル活用し、実際に現地に行けなく

てもナンヤンポリテクニックの学生たちと協
働型のアクティブラーニングができるように
デザインしてみました。

*** 英語でのコミュニケーションがあまり得
意でなくても、AIを活用して、多言語間での
コミュニケーションが可能なように工夫して
みました。

to-yamamoto@kuins.ac.jp

2078-341-6060 (237)

ICTをフル活用して、現地に行けなくてもNYPの学生

と同じバーチャルな教室で同じページで学びを共有し
ていった。

異なる文化、価値観、社会的課題について学び、
ジェンダー平等、教育、健康、人権、社会的インク
ルージョンなどのテーマを探求できます。異文化への
理解を深め、社会的な問題に対処するスキルを養いま
す。
グローバルスタディを通じて学んだ知識を実際の課
題に適用し、プロジェクトや研究を通じて解決策を模
索します。国際的な組織やNGOでのボランティア活動
やインターンシップも検討する価値があると思います。

Padletリンク

PV-リンク
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